
第６章 事業を支援する運営指導委員会等の報告 

 令和４年度も１～３年生の総合的な探究の時間（三高地域プロジェクト）やワクワク未来考

場を担う地球探究同好会の事業を円滑に進めるために、本校ではコンソーシアムの方や地域協

働支援員・カリキュラムマネジャー・運営委員の人々などと多数の会議を行った。おかげでた

くさんの事業を有意義に進めることができた。以下に会議等について記録を掲載する。 

 

６－１ 第１回 運営指導委員会 

 

① 日 時  令和４年６月２８日（火）１４：１５～１６：００ 

② 場 所  福井県立三国高等学校 会議室 

③ 出席者 日本大学教授  松田 淑子 氏   福井大学監事   峠岡 伸行 氏   

        坂井市教育長  林  晃司 氏 

              高校教育課参事 大正 公丹子 氏  同主任          千葉 晴信 氏 

        同主任   板倉  孝司 氏     県コーディネーター 上山  康一郎 氏 

              三国高校校長  冨澤   宏二    教頭      諸江 克昭

事務局     村  昭信    事務局     金﨑 肇

事務局     堀  裕樹    事務局     大岡幹生   

事務局     池越 広          坂井市コーディネーター 浜田 剛

 

④ 進 行 

（１）あいさつ 

三国高等学校長 

教育庁参事（高校教育） 

（２）出席者紹介  

（３）事業説明 

① 本事業の研究概要について 

② 実践校の取組みについて（三国高校） 

 (a)総合的な探究の時間（１年、２年、３年） 

 (b)学校設定科目  

 (c)地域探究同好会 

（４）各委員より指導・助言、意見交換 

 

【冨澤校長挨拶】 

地域と協働による高等学校教育推進事業の指定を受けて 3 年目になる。地域とともにある学

校として、地域にある資源を活用し、探究的な活動に取り組んできた。本日見ていただいた 1

年生の総合的な探究の時間、並びに２，３年生の総合、三国地域学の学習活動、地域探究同好

会の活動など、本校の取り組みについて運営指導委員の先生方にご助言いただければと思う。 

 

【大正参事挨拶】 

令和２年度より指定を受け、地域と協働し、地域の資源を活用して実践的な探究活動に取り

組んでいると聞いている。各学年の総合的な探究の時間に加え、昨年度からは三国の文化資源
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探究が始まり、様々な分野に関して三国について学んでいる。また、本年度より環境資源探究

も始まり、１年生からの活動に加え、今まで以上に地域において体験・実験に取り組むことと

なる。このような学習を通して、生徒たちがどのように変容するのか研究成果を期待したい。

本日の運営委員の先生方の意見を参考に、課題解決をしつつ最終年度の活動を充実させて欲し

い。 

 

【本時の活動の説明】 

池越：空き家活動に向けて本日まで３段階の手順を経た。まずは外部の講師の方の講演を聞き、

町歩きでは地域の方の話を聞いた。そして、本日の授業では先輩の話を聞いた。ここまでは聞

いて考える活動であり、２学期からは自分たちで考える活動に進む。グループ単位、クラス単

位で考え、実践に持って行く。本日の２年生の発表だが、稚拙な感じを受けたかも知れないが、

時間のない中、準備を行いよくやってくれたと思う。 

 

【各委員より指導・助言、意見交換】 

松田氏 

大変よい活動であった。ただ、いくつかの班だけが発表するのはもったいない感じがした。

自分たちの活動についてレポートを書くだけでなく、大事なのは、クラスで自分たちが行った

あのすばらしい活動を振り返って発信し、自分たちのやったことの価値を確認すべきである。 

 

峠岡氏 

活動を見ていて気になったのは、質問があまり出なかったことで、１年生は下調べをし、質

問の準備はしておくべきだった。このイベントの主題の効果測定はできていたのか。例えば「三

国のことを知ってもらいたい」という主題で「知ってもらえた」というのはどう測るのか。こ

のイベントの成果をどういう観点で測るのか明確にすべきである。活動後の反省のところで先

生方が突っ込んであげて、それによって生徒たちが足りない部分を知る機会を得られる。空き

家活動における主題について足りていない部分が指摘されていなかったのが残念だった。 

 

林氏 

三国高校はこのプロジェクトを通じてどんな生徒を育てたいのか、プレゼンターとしてどん

な力をつけさせたいのか、突き詰めていったら生徒の活動も変わっていくのではないかと感じ

た。聞いている１年生については、メモを取る項目は共通だったが、項目を自分たちから選び

取ってくる形でもよかった。質問が出るプレゼンの仕方もあったのではないか。 

 

【各担当からの説明】 

堀（２年生の取り組みについて） 

坂井市への提言活動（本時はグループで提言を担任・副担任に発表。２学期からはアイディ

アを元に新たにグループ分けし、坂井市職員に入っていただく）本年度は提言のミニ実践を行

っていきたい。 

 

大岡（３年生の取り組みについて） 

今は小論文対策など進路学習を行っている。４月に総合探究の振り返りを行い、それを書か
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せている。お互いに読み合って、感想を言い合う。９月に「コミュニティーデザイナー認定」

にも利用する、ルーブリックによる自己評価を使い、３年間の振り返りをさせる予定である。 

 

村（２，３年生の文化資源探究について） 

２年生は昨年の流れを踏襲しながら、昨年の総括で出てきた課題を解決しながら活動を進め

ている。事前学習を取り入れ、自分たちが学ぶ内容の予備知識を入れている。３年生について

は「三国の文化資源 PR 動画」をグループで作成し、１１月下順に発表会を行う予定である。課

題は山積しているが、なんとか活動の意義を理解して発表まで持って行きたい。 

 

金﨑（２，３年生の環境資源探究について） 

理系のⅡ系列の生徒を対象とした科目である。３年生は週２単位、２年生は週１単位となっ

ている。５単元について講義・見学・実習・探究のプログラムで実施し、７～８時間を１サイ

クルとして進めている。単なる見学で終わらず探究的な発想に持っていけるかが課題である。 

 

【各委員より指導・助言、意見交換】 

松田氏： 

２年生の活動について、昨年大岡先生が盛り上げ、さらに今年堀先生の方で進化させていく

部分が楽しみである。アイディアを実践していくということで、えちぜん鉄道の件では、１つ

ずつ駅を降りてみる体験も実践になるのではないか。実践力を活動に入れることで大きく進化

していくのではないかと思う。また、３年生の活動については、振り返ることが大事で、自己

の成長を自覚することにつながり、それをきっかけに探究活動ではさらに難しい問いが出てく

る。大学入試の小論文で言えば、探究してきた課題の解決をこの大学でしたいという強いエネ

ルギーがあるか見たい。ルーブリックについてはぜひ進化させていって欲しい。生徒を巻き込

んで作っていくとなおよいし、違う学年を同じルーブリックでは測れないので進化させていく

べきである。ルーブリックでの自己評価を通じて生徒には自分自身の生き方を未来へと広げて

欲しい。 

 

林氏： 

このような活動や研修を組織的にやるとなると、先生方が全体として同じベクトルで、同じ

方向に向くことは難しいかも知れない。生徒の中にもこういった活動を疑問視する者もいるか

も知れないが、先生方が揺るぎない信念を持って行っていけば、必ず生徒たちもついてくると

思う。後々、やったことに意義を見いだせるような取り組みを続けて欲しい。 

 

峠岡氏： 

生徒たちが何かを探究する際、実体験が伴わないことが多い。提案する前に体験をしてみる。

そこで得られたエビデンスが何かを提案する際に必要となる。スーパーでのヒヤリングや観光

客のアンケートなど客観的な資料が具体的な提案につながる。大学生もそうだが自分のメディ

アが限られているのが問題である。 

この地域探究活動をどう続けていくのか。生徒の成長をどう把握していくか、それをどう教

育の現場にフィードバックしていくかが大事で、学校教育である以上保護者の方にどう理解し

てもらうかも重要である。保護者と一緒にこの取り組みを続けていける仕組みにしていかない
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といけない。 

 

【その他のご意見】 

浜田： 

家族の中で話すようになれば、子どもも三国のことに興味を持つようになる。このような活

動が三国高校の生徒にとって、将来、どのように活きてくるのか楽しみである。町外からの生

徒も三国で学んだことを自分の地域でどう活かせるのか考えていくこともできる。 

 

上山氏： 

他校と比べ、三国高校の取組や発表は劣っていない。いかに生徒が自分事としてやっていけ

るかが重要である。どのようにそういうふうに生徒を持って行けるかが難しいが、小さなきっ

かけで、そう思える場面が異なるので、自分で見つけられるとよい。どこかに「あっ」と思え

るきっかけがあり、それを信じて取り組んで欲しい。できれば、生徒同士の交流会を設定して

みるのも良いかも知れない。 

 

６－２ 第２回 運営指導委員会 

 

① 日 時  令和４年１２月１３日（火）１５：００～１６：５０ 

② 場 所  福井県立三国高等学校 会議室 

③ 出席者 日本大学教授   松田 淑子 氏  福井大学監事   峠岡 伸行 氏   

        共愛学園前橋国際大学学長 大森 昭生 氏 

坂井市教育長   林 晃司 氏（公務のため欠席） 

               県教育庁副部長  山﨑 良成 氏  高校教育課    板倉  孝司 氏     

県コーディネーター 上山  康一郎 氏 

              三国高校校長   冨澤   宏二   教頭       諸江 克昭

事務局      村 昭信    事務局      金﨑 肇

事務局      堀   裕樹    事務局     大岡幹生   

事務局      池越 広    坂井市コーディネーター 浜田 剛

 

④ 進 行 

（１）あいさつ 

三国高等学校長 

教育庁副部長（高校教育） 

（２）出席者紹介  

（３）事業説明 

① 本事業の研究概要について 

② 実践校の取組みについて（三国高校） 

 (a)総合的な探究の時間（１年、２年、３年） 

 (b)学校設定科目  

 (c)地域探究同好会 

（４）各委員より指導・助言、意見交換 
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【冨澤校長挨拶】 

探究学習については１つの決まった学習形態があるわけではなく、常に進化し、発展してい

くものだと考えている。今年度で指定を受けてから３年目を迎え、総合的な探究の時間、学校

設定科目、地域探究同好会など、研究成果をまとめられるよう学校を挙げて取り組んできた。

本事業での成果と課題をどう捉えるか、得られた資産を来年度からどう継承していくかなど、

運営指導委員の先生方に指導・助言をいただきたい。 

 

【山﨑副部長挨拶】 

 地域と協働による探究活動として、県内でも先導的な役割を果たし、三国高校の取組が県内

各校の探究的な活動が進展していくきっかっけとなってくれればと思う。探究としての深まり

はどうであったか、事業終了後もどのように自走していくか考えていかないといけない。また、

地域あっての取り組みであり、坂井市は県内でも高校を積極的に支援してくださる自治体であ

る。今後も高校が坂井市とどのように連携していくかということも大事である。運営指導委員

の先生方には成果と課題という観点で助言をいただきたい。 

 

【各担当からの説明】 

池越（１年生の取り組み） 

本日は、空き家活用プロジェクトの発表会にご参加いただきありがとうございました。 例年

は空き家についての課題を解決する企画が中心でしたが、今年度はもっと単純に地域の魅力を

発信しようというテーマを掲げやってきた。地域の方でも三国について知らない部分もあり、

魅力を再発見してもらえた。 

 

堀（２年生の取り組みについて） 

 坂井市・三国町で感じる問題点を解決するアイディアを考えており、１年次とは違い課題設

定の部分から取り組んでいる。１学期は全国の事例について知るインプット活動が中心で、そ

こから坂井市の問題へと落とし込んで考えている。２学期は具体的な解決策をグループで考え、

先日中間発表を行った。今年度はテーマのジャンルを決めずに、生徒たちが純粋に課題だと思

ったことをテーマにし、生活に即した問題をテーマにしているグループも見られた。市役所の

方にアドバイスをいただきながら、２月中旬に坂井市議会塾で発表を行う予定である。 

 

大岡（３年生の取り組みについて） 

 ４月に振り返り活動として、探究活動も含めた２年間の活動をレポートにまとめた。質問項

目は資料の通りで、生徒の記述からこの活動が生徒に大きく影響を与えているし、進路選択に

も関わっている。質問項目④についても自分で分析して書いている。昨年度末に作成したルー

ブリックを利用して令和３年の３月、本年度の１１月に自己評価を行った。３，４を選んだ生

徒がかなり増えていた。昨年度の３年生と比べても高い数値が出ている。３年生最後の部活動

の大会、学校祭にリーダーとして頑張った経験や進路決定について考えた経験、学校設定科目

の影響も数値が上がった要因だと考えられる。この結果から、３年間やってきたことの成果が

結果に出ていると考えている。 
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村（２，３年生の文化資源探究について） 

２年生は事前学習に焦点を置いて授業計画を行った。文化財見学の前に県の文化財課の方に

訪問する際のポイントを教えていただいたり、美術館見学の前に三国の芸術家に詳しい方に講

演をしていただいた。生徒たちも実際に見学して多少見方が変わった。３年生は「三国の文化

資源 PR 動画」を作成し、最終発表会を行った。地域の方、大学の先生、県立学校の教員など十

数名の方と、文化資源探究を受講している２年生が観覧した。動画のクオリティーが高く、構

成等もしっかり練られていた。発表ではさらなる課題も提示し、進学後に各自で解決する手立

てを考えていってくれればと思う。 

 

金﨑（２，３年生の環境資源探究について） 

 ３年生は地域の各所と連携して、エネルギー、水の浄化、マイクロプラスチック、海洋生物

について学んだ。２年生は今、農業分野の学習を福井県立大学と連携して進めている。近くの

専門家から地域の課題や地域を題材とした世界的な課題について興味深いお話を聞いている。

見学、実習を行い、さらに調べて発表するサイクルで 1 つの単元を７～１０時間で行っている。

３年生は１人１テーマで課題研究を始めており、おもしろいテーマも出てきている。また、聞

いて質問する態度が養われている。 

 

村（地域探究同好会について） 

 ２学期は三田国際学園中学校との交流、ハッピーハロウィンブース設置、坂井地区探究活動

交流会など地域の方、他校の生徒と関わりながらさまざまな活動を行ってきた。今は、 

企画ごとに３グループに分かれて活動中である。ボランティアだけの会にならないよう、地域

貢献しつつ、地域探究の部分も進めていく予定である。今年は坂井市から派遣されているコー

ディネーターの方の支援もあり、理想の活動に近づけている。町や行政・企業との方とのつな

ぎ役をしていただいたり、休日にもかかわらずイベント時のお手伝いいただいたりと、地域探

究同好会の活動でも教員ではできない部分を補っていただけた。 

 

村（学校内の体制及び学校外体制（コンソーシアム）構築における成果と課題について） 

〔成果について〕 

・地域協働プロジェクト推進室を中心として統一感ある体制を構築できた 

・各教科が協力して探究型の授業を推進できた 

・コンソーシアムの各団体と 1 対１の関係を結ぶことができた。 

 〔課題について〕 

・授業内容についてまだまだ主体的に工夫しようという意見が少ない状況である 

・事業(授業)の目的・目標の共有の機会を十分には取れなかった。 

・コンソーシアムの各団体同士の横のつながり（連携）が少なかった。 

 

【各委員より指導・助言、意見交換】 

松田氏 

 成果の１，２点目と課題の１，２点目の整合性はどうなっているのか。 
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村 

 授業の準備等のハード面での協力は十分にできているが、活動内容の中身を考えるという点

では、担当者任せになり、担当でない先生から主体的に意見が出てくるような状況ではないと

いう意味である。 

大森氏 

 ２つ目の各教科の探究の部分だが、書かれていることは相当なことで、できているのは全国

でもそうない。課題にある協力体制も目をつぶって良いのではないか。担当者の負担になるが、

できる人だけでやるのも一つかも知れない。目指す生徒像の４つの目標を進めて行くにあたっ

て、１つの教科では無理で、どの教科でもやっていかないといけない。スクールポリシーの件

についても、成果に挙げて良いのではないか。スクールポリシー、アドミッションポリシー、

カリキュラムポリシー、グラジュエーションポリシーが策定できたのも１つの成果で、この事

業がなかったらできていなかったかも知れない。オリエンテーションでスクールポリシーにつ

いて説明しているということだが、生徒が卒業までの目標を知って学びに入っていけるという

のは素晴らしい成果である。ただ、まだ十分ではないという認識を持っているのは課題になる

のではないか。 

 

峠岡氏 

 ３年間で成長を測るのは難しい。社会に出たときにしか測れない。先生自身の成長がどれだ

けあったかが次の子どもたちを生み出すために大事である。先生の成長を書いてもいいのでは

ないか。保護者の方に生徒がどのような活動をして、どう成長したか理解してもらうことも大

事である。家庭がしっかりしていないと教育はうまくいかない。 

 

松田氏 

 大岡先生が以前、学年の先生方が授業についてみんな話し合うようになったと言っていたの

を思い出して、総合的な探究の時間の３年間が全先生方を巻き込んだモデルケースになってい

るという面も成果だと思う。 

 

大森氏 

 コンソーシアムについては、自走するならコントロールできる数にすべき。ポイントになる

のは坂井市で、坂井市と共同事務局体制にしてはどうか。三国高校と坂井市が責任を半分ずつ

持つことで、坂井市も半分自分の仕事として捉えるのでは。または、１対１の協定形式もいい

のではないか。 

 

校長 

 坂井市には何回か足を運んでおり、生徒のやっていることが坂井市と連携したもので外部に

もアピールできると予算を付けやすくなりサポートできると言われた。今後、外部の力を借り

ながら教育活動を進めていかないといけないと考えている。教科横断型については、例えば文

化資源探究を担当する先生が国・社・英・家・芸の５名で授業内容によって各教科の色を出し

て計画しているということを伝えたかった。 
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堀 

 環境資源探究は内容的にはどうしても理科系になるが、理系科目の教員として大学の研究に

近い学びにしていくことを進め、理系の大学に進学しても使えるような考え方を身に付けさせ

ようとしている。 

 

校長 

堀先生はタブレットを使った授業を展開し、数学科の中でも探究的な学びを進めている。各

教科の中にも少しずつ探究型の授業が展開されつつある。池越先生も国語科で ICT を利用して

生徒に考えさせる授業を行っている。 

 

松田氏 

 理系は仮説検証型で研究を進めていくのがスタイルになっているが、場合によっては実験検

証型の研究だけでなく社会のあり方にも目を向けていく探究という視点も必要があるので、環

境資源探究と文化資源探究がコラボできるようになるといいのではないか。 

 

大森氏 

 先程の環境資源探究と関連して、環境資源探究は坂井市が持続可能な地域という観点から切

り離されていない。ＧＸ(green transformation)という考え方が求められていて、そこではテ

ーマとして農業・食・風力発電等が絡んでおり、社会の持続可能性を考えるという点から、環

境資源探究と結びつけていかないといけない。ＳＳＨの発表でも理系的な研究で終わっている。

データが出なかったところから学ぶのが探究である。 

 

堀 

環境資源探究でも、自分たちで考えてみた仮説に基づいて、データを集めてみたら違ってい

たというのも１つ大事な結果なのではないかと考えている。 

 

大森氏 

 ３年生の自己評価のデータ、作文は大変素晴らしい成果物である。県内の高校に横展開して

いくべき。学校教育を通じて生徒が何をできるようになったかを示すモデルケースになる。学

習成果とは生徒が自分の言葉で表現できる部分の成果であり、三国高校の３年生がこのように

自分の成長を自分の言葉にしているという点で見本中の見本である。課題もないわけではなく、

④の質問に「どのような成長が…」とあるが、スクールポリシーにある４つの目標に対して認

識できているか分かるように、お題を設定してあげてもよかった。 

 

大岡 

 ルーブリックについては、４段階の評価に加えて、根拠も併せて書かせている。 

大森氏 

 学習成果の可視化のプロセスとしては完成形である。自分のあり方、生き方を語っている。

大学への出願の際、主体性について記述する部分があるが、三国高校の生徒は十分に語れる部

分があるはずだ。 
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峠岡氏 

 本日の１年生の活動は楽しそうでよかった。ただ、楽しいで終わらず、この授業の目的は何

だったのか、もう一度考える時間を作るべき。しくみとして、もう少しこういうことが伝えら

れたかも知れない、次に活かそうということを振り返ってほしい。２年生の活動については、

生徒たちの提案を坂井市に予算を付けてもらい、高校全体で実践してはどうか。生徒も課題解

決のために何かをやれたという経験を持て、成功失敗に関係なく次の探究につながる。さらに

調べてみよう、知ろうということにつながる。考えることをトレーニングするしくみを作る。 

 

嶋本 

 生徒がものごとに真摯に取り組む姿勢が見られる。３年生のアンケートの結果からも、かな

り積極的に取り組んでいる生徒は活動から得られたものを自分のものにしている。 

 

【各委員より総括の意見】 

大森氏 

 ３年間お疲れ様でした。現場と教室を往復して、町の課題を考えていく活動は生徒にとって

も意味があったと思う。先程見せていただいたルーブリックも３年間の事業の中で出来上がり、

３年生の文章を見ると成果が十分に出ているので、自信を持って発表して欲しい。活動内容も

学年進行でやってきたが、内容によっては１～２年生の２年間のスパンで考えることも１つの

手かと思う。 

 

峠岡氏 

 ３年間お疲れ様でした。今回の事業も地域とのつながりが強い三国だからできたし、やりや

すかったと思う。他では作れない事業だった。今後、どこの高校でも探究が中心になっていく

し、そこで得られる力は社会に出ても必要なスキルになる。１年生の良さ、２年生の良さを授

業の組み立ての中でどういかすか考える必要もある。学校の授業の時間をたっぷり使って考え

方や行動力を身につけさせていってほしい。 

 

松田氏 

 本当にお疲れ様でした。若手の先生方が学年の中で相談をしながらやっていったことが、成

果にも表れている。校長先生を始め、様々な先生方の支援も大変だったと思う。県教委の支援

がなかったら成り立たなかった事業である。坂井市の協力も大変貴重で、学校外の支援はなく

てはならないものである。 

 

浜田 

 地域のことで三国高校の教育に携われればという思いでやってきた。この事業を経験した生

徒で県外に出て行った人が、何かのきっかけで三国や坂井市に戻ってくる際の戻りやすさにつ

ながればと思っている。５～１０年後に地域が変わっていることがこの事業の成果でないかと

考えている。 
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６－３ 地域協働プロジェクト推進室会議Ⅰ 

① 日 時 令和４年５月６日 

  ② 場 所 福井県立三国高等学校 会議室 

③ 出席者 坂井市役所 総合政策部 企画情報課 斉藤 立海 氏 

                        中出 陽介 氏 

アーバンデザインセンター坂井    浜田  剛 氏 

三国高校校長   冨澤宏二   教頭    諸江克昭 

事務局      嶋本克実    事務局 村 昭信 

事務局      金﨑 肇    事務局 堀 裕樹 

事務局      大岡幹生    事務局 池越 広 

④ 議題 

    ・Ｒ４年度の坂井市からの支援について 

 

１．坂井市より(斉藤氏) 

高校卒業後に坂井市を離れ戻ってこない、地域のことを知らずに県外に出て行ってしま

う方たちがいることを考えると、坂井市として、今後地域に入ってくれる人材をどう作る

か、地域の魅力を伝えられる人材を作ることが課題である。新市長も「ふるさとを感じら

れる人材を作る」ことを言っており坂井市内の３高校を訪問して高校生と話をしたいと考

えている。三国高校の地域協働の探究活動がそういう人材育成に寄与することを願い、市

としても生徒が成長できる部分（活動）への援助ができればと考えている 

 

２．三国高校の探究活動に関していただいた助言・提案 

（１）１年生の空き家活用プロジェクトについて 

・１年生の間は、机上での学習をメインにして、２年生で実践してはどうか。 

・１クラス１軒の空き家では、３０人が全員主体的に関われないので、活動を工夫しては 

どうか 

 

（２）２年生の坂井市への課題解決提言活動について 

・スタートのレベルは高かったが、発表に向けての準備が十分ではなかった。アイディア

だけで終わってしまい、本当に地域のところで解決が可能なのかが吟味されていなかっ

た。市の職員だけでなく地域の方に話を聞き生の声が反映されていなかったように思わ

れる。 

・発表のリハーサルはオンラインの接続面も含め、十分にやっておくと良かった。 

（３）その他 

・三国町内には有効に活用できる文化資源（自然・歴史等）が豊富であり、部活動では海

でヨット部が活動し、近くに球場がある野球部もあり、陸上競技場で陸上部の活動がで

き、吹奏楽も地域に出て精力的に活動している。三国高校に来ないとできないこと（魅

力）を考え、それを特色として打ち出していってはどうか。 

・丸岡高校、敦賀高校、若狭高校等が行っている地域貢献の活動で、高校生が自分たちで

考えたアイディアを実践し地域に貢献しようと頑張っている。三国高校で三国町外から

の生徒が多いのであればえちぜん鉄道の沿線で魅力を見つけるなど、生徒さんが主体的
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に地域との関われる活動を考えていければ、市としてもバックアップが可能である。 

 

６－４ 地域協働プロジェクト推進室会議Ⅱ 

① 日 時  令和４年１０月２５日 

 ② 場 所  福井県立三国高等学校 会議室 

③ 出席者 三国高校校長 冨澤宏二   教頭    諸江克昭 

事務局    嶋本克実     事務局 村 昭信 

事務局    金﨑 肇    事務局 堀 裕樹 

事務局    大岡幹生    事務局 池越 広 

④ 議題 

・Ｒ５年度入学生の総合的な探究の時間の計画について 

・Ｒ５年度の学校設定科目の変更点、時間割について 

 

 

６－５ 地域協働プロジェクト推進室会議Ⅲ 

① 日 時 令和４年１１月２９日 

② 場 所 福井県立三国高等学校 会議室 

③ 出席者 三国高校校長 冨澤宏二   教頭    諸江克昭 

事務局    嶋本克実     事務局 村 昭信 

事務局    金﨑 肇    事務局 堀 裕樹 

事務局    大岡幹生    事務局 池越 広 

④ 議題  

・Ｒ５年度の総合的な探究の時間について（１年生の年間計画について） 

・Ｒ５年度の学校設定科目について（名称の変更について） 

・Ｒ５年度の予算について 

 

 

６－６ 地域協働プロジェクト推進室会議Ⅳ 

① 日 時 令和５年２月１０日 

② 場 所 福井県立三国高等学校 会議室 

③ 出席者 三国高校校長 冨澤宏二    

事務局    嶋本克実     事務局 村 昭信 

事務局    金﨑 肇    事務局 堀 裕樹 

事務局    大岡幹生    事務局 池越 広 

④ 議題  

・Ｒ５年度の総合的な探究の時間について（１年生の年間計画について） 

・Ｒ５年度の学校設定科目について（担当者・持ち方・時間割） 

・Ｒ５年度の推進室に代わる新たな組織について 
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アドミッション・ポリシー【入学時に期待される生徒像】
（１）教科や地域探究活動、部活動等に主体的に取り組もうとする生徒
（２）他者と協力して、様々な出来事に取り組もうとする生徒
（３）地域社会に興味を持ち、地域社会をよくしようと考えている生徒

 令和４年度 福井県立三国高等学校スクール・ポリシー

校訓

　　　        「心高かれ」

カリキュラム・ポリシー【特色ある教育課程】
○ 学校教育目標に掲げる人材を育成するために、必修教科科目、選択科目はもとより、専門教科・科目および学校設定教科・科目をコースの
　特徴に応じて編成する。
○ 生徒の多様な能力・適性・進路等に対応し、資質・能力を総合的にバランスよく育んでいくと共に、多様な進路に応じたキャリア形成支援の
　ための講義、演習、実習等を適切に組み合せた授業を開講する。
○ Ⅰ系列は文理混合の発展クラスとし、大学入学共通テストに対応した文系理系それぞれの幅広い教養を身に付ける教育課程を編成する。
　Ⅱ系列では、２年次以降、選択科目の幅を広げ、芸術科目の継続履修および「家庭」「体育」の専門科目である「フードデザイン」や「スポーツ
　Ⅱ」などの履修を可能とし、多様な進路希望に対応できる教育課程を編成する。
○ ２・３年次に学校設定教科（「三国地域学」）・科目（「三国の文化資源探究」「三国の環境資源探究」）を含む各教科・科目、さらには特別
　活動や課外活動の各場面で「探究」の視点を導入する。地域を題材にした総合的な探究を広く学習の機会と捉え、福井大学やアーバン
　デザインセンター坂井など、地域の研究機関等の支援を受け、実践する。

グラデュエーション・ポリシー【育てたい生徒像】
「心高かれ」という校訓のもと、高い志を持って自律的に行動し、次の4つの力を身につけ、地域や社会の発展に貢献できる人を育成する。
　【究める力】自ら問いを立て、課題に対する答えを見つけ出す
　【挑む力】様々な出来事や困難に勇気と信念を持って立ち向かう
　【結ぶ力】多様な人たちと協力しながら、自分の役割を果たす
　【愛する力】ふるさとへの愛着や周囲の人々への敬愛の念を持って行動できる
4つの力を身に付けるため、教科横断的学習を通して、幅広い分野の知識・視点を身に付けるとともに、地域と連携・協働しながら三国の
文化やまちづくりについて学ぶ地域探究学習を深め、未来の創り手となるために必要な資質・能力を育くむ。

教育目標
　　　「高い志を持って自律的に行動し、地域や社会の発展に貢献できる人を育成する。」

スクール・ミッション【使命】
「紺碧の日本海と北前船の聖地三国。豊かな自然と歴史文化が息づく町。」古くから地域とともにある学校として、坂井市の協力を得ながら、
豊かな文化・環境資源を活用したプロジェクト学習の実践を通して、生徒や保護者が希望する進路を実現し、地域社会に幸せや希望を
もたらすことのできる人材を育成する。

生徒の興味・関心を引
き出す授業を展開し、
自ら学ぶ姿勢を育むこ
とを支援するとともに、
基礎学力の定着を支援
する。

生徒が、将来に対する目
的意識を持ち，自らの進
路を適切に選択する能
力・態度を身に付けること
ができるように支援する。

生徒がやりがいや目的
意識を持って充実した
学校生活を送ることが
できるように支援する。

地域にとともにある学校
として、校外の人材や
関係機関と連携して各
種活動を推進する。

生徒が心身ともに健康
で、安心・安全に学校
生活を送ることができる
ような環境づくりを進め
る。

オープンスクール・学校
説明会・HP・SNS等の情
報発信等を積極的に実
施する。

具体的取組
授業改善やICT教材の活
用をとおして、生徒の
興味･関心を引き出す授
業づくりを行う。

目標：
・授業改善に向けた取
り組み状況80％以上
・ICT機器の活用状況
80％以上

具体的取組
a　生徒が、自己の志望
する進路について関心
を高めることができる
ように支援する。
目標：進路意識の高
まった生徒の割合80％
以上

b　生徒が、自己の進路
実現に必要な実力を高
めることができるよう
に支援する。
目標：進路志望の実現
に向けて意欲的に取り
組む生徒の割合80％以
上

具体的取組
生徒が学校行事・生徒
会活動・部活動・ボラ
ンティア活動等に主体
的に取り組むことに
よって、学校生活への
充実感や自己肯定感を
育成する。
目標：
学校行事・生徒会活
動・部活動・ボラン
ティア活動等に主体的
に取り組む生徒の割合
80％以上

具体的取組
地域人材と協働して行
う『地域協働プロジェ
クト』を軸に探究学習
を推進する。

目標：
『地域協働プロジェク
ト』に関わる生徒90%以
上

具体的取組
a.保健情報の発信や
「こころのアンケー
ト」の実施等を通し
て、生徒の心身の健康
を保つことに努め、問
題の把握と早期対応を
進める。
目標：
健康維持の取り組み状
況80％以上

b.清掃等の美化活動を
通して、環境整備に主
体的に取り組もうとす
る生徒の意識と態度を
育てる。
目標：
環境美化の取り組み状
況80％以上

具体的取組
オープンスクール・学
校説明会・HP・SNS等を
とおして、小中学生・
保護者・地域へ積極的
に情報発信を行う。
目標：オープンスクー
ルや学校説明会の参加
満足度80％以上
教職員の積極的な情報
発信や広報活動の取り
組み状況90％以上

業務改善のための取組
・時間外在校等時間が月80時間を超える教職員をゼロにするとともに、職
員の平均年休取得日数を年間1０日以上を目指す。
・毎週水曜日のノー残業デー、放課後活動定休日および長期休業中の学
校休業日を積極的に活用し多忙化解消に努める。
・ＩＣＴの活用などを通して、業務の見直し・精選・削減の取り組みを前年より
進めた職員８０％以上を目指す。

人権教育の推進
・自尊感情、共感能力、想像力、人間関係調整力等を備え、自分の良さとと
もに他者の良さを認めることのできる生徒を、すべての教育活動を通して育
む。

 令和４年度 福井県立三国高等学校スクールプラン

（独自項目）
４ 地域との協働

（共通項目）
１ 教育課程・学習支援

（共通項目）
3 生徒支援

（共通項目）
2 進路支援

（独自項目）
５ 安心安全な学校

   重点目標

（独自項目）
６ 積極的な広報

活動の実施
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